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３）交差点表示（主要地点標識）について 

・正確に認識できるよう表示すべき。交差点への付番を行い、「何番の交差点を北（方位案内）」等

の案内も有効。 

・全ての交差点に設置し、どの方向から進入しても認識できることが必要。 

 

２．他メディア（地図・カーナビ）との連携 

・複数のメディアに対応するという方針を今回からもっと強く打ち出すべき。また、複数メディア

間相互の情報の整合をしっかり図るべき。 

・標識は公の場に存在する情報板であり、表示内容は極めて公共の利益になる情報に特化されるべ

き。その他のニーズ、例えば多言語表示や観光情報への対応はカーナビに任せる等の役割分担が

有効（←景観・コストの点からも重要）。 

・カーナビ等ＩＴ情報への依存が進む中で、固定されている標識に必要な情報は何かを考える必要。

（システム・エラー等非常時のバックアップとしての機能等も考慮されるべき）。 

 

３．外国人を含む観光対応 

・島国だったこともあり、日本人だけが分かるような情報提供で済ませようという傾向。 

・地域内で認知できれば良い情報なのか、外国から来ても分かる情報なのか等、情報選択をしっか

り考える必要。 

・外国人（特にヨーロッパ）は自分で運転することを好む傾向があるが、現状では、外国人がレン

タカーで移動することは極めて困難（一方、海外では英語ができなくてもレンタカーで目的地ま

で到着可能）。 

→JNTOの HPでも日本でのレンタカー移動は availableでないという評価。 

・体系性が不足。記号や数字の桁数によって道路の識別性を高める、といったシステムが欠けてい

る。（再掲） 

・諸外国では路線に番号（及び道路種別を示すアルファベット（英国の例））が振られており、はじ

めて訪れてもスムースな移動が可能。（再掲） 

・高速道路のナンバリングについては過去に検討を行ってきた経緯はあるが、実現していないのが

現状。（再掲） 

・標識は公の場に存在する情報板であり、表示内容は極めて公共の利益になる情報に特化されるべ

き。その他のニーズ、例えば多言語表示や観光情報への対応はカーナビに任せる等の役割分担が

有効。（再掲） 

・高速道路の出口番号は、外国人からの電話問合せに対応する際に活用しているが、利用者への説

明が不足。 
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４．歩行者系標識（観光対応を含む全般） 

・歩行者に対してどういう情報提供をすべきかを整理することが必要。 

・歩行者用案内ではピクトグラムを利用するなど分かりやすい対応をお願いしたい。 

・最近の観光に関する動向としては、東京メトロで駅ナンバリングの開始、JR東日本では主要駅の

案内に四ヶ国語表記を実施。今後、バス路線のナンバリングや多言語表記等も行われる予定。 

 

５．標識の管理・マネジメント 

・周辺環境は絶えず変化。継続的に体系をチェックし問題点（表示内容、視環境等）を把握するマ

ネジメントの仕組みが必要。その際、道路管理者と利用者だけでなく、沿道の主要施設の関係者

等様々な者が関与し、納得と合意と負担に基づきアプリケーションを決めていくイメージ（例え

ば民間施設情報の掲示と費用負担の関係などもその仕組みの中で議論が可能）。 

・標識はコミュニケーションメディアでありソフトそのもの。道路管理者は設置した時点で終了と

考えがちだが、情報を計画しているという意識を持ち、周辺の変化へ適切に対応することが必要。 

・標識の管理（データベース化）が十分でなく、IT化の時代に、特定の標識のデータを探し出すこ

とも困難な状況。 

 

６．その他 

・絵柄等を用いた地域独自の標識も多いが、デザイン性・景観の点で問題も多い。また、民間の看

板も、例えば高速出口付近にはゴルフ場の案内看板が乱立。何らかの基準を設けなければ景観を

阻害。 

・文字の大きさが小さい。視認性の観点から、走行速度と文字の大きさの検証が必要。 

・都心部には駐車場案内システムが数多く設置されているが、図形表現が複雑で非常に分かりにく

く、事故の遠因となる可能性も。 

・都市内高速において出口の予告案内をする際に、出口が左右どちらにあるかが表示されていると

安全性の点からも良い。 
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